


vol.629
175,000部
第1または第2金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市埼玉西版

読者の声
『地域みっちゃく生活情報誌®』に寄せられた

読者からのお便りをご紹介します。

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

万件突破!!31
ダウンロード数

件311,656
2023年1月23日現在

初詣は毎年必ず熊野

大社に行きます。お参

りの作法が勉強になり

ました。 （Eさん・20代）

20年近く前に娘の七五

三でお世話になった宮

司さんがお元気そうで

安心しました。作法を知

ることができて良かっ

たです。  （Tさん・50代）

お年玉クーポンがとて

も良かったです。家族

と検討してお店に行っ

てみます！

（Nさん・20代）

毎号楽しみにしていま

す。初詣はどこに行こう

か悩んでいたので、参

考にします。

（Iさん・30代）

【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

岐阜版／60,000部
群馬版／60,000部

千葉版／70,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

昨年、1周年キャンペー

ンを掲載した塗装店。

豪華なご成約特典は即

定員到達。翌号の追加

分も好評で今年1月号

では新春キャンペーン

を掲載。発行2週間で

10組来場、3組の契約

が決まったと喜びの声

をいただきました。　

1年前からご掲載いた

だいているアフタヌーン

ティーカフェ。写真を毎

月新しいものに変えた

ことで反響が増加して

いきました。最初は20

枚ほどだったクーポン

バックが先月は80枚ほ

どの利用となり、お喜び

いただいています。

写真を毎月
変えることで
反響が4倍に！

定期的な
キャンペーン告知で
高いレスポンスを

獲得！

各戸配布するフリーマガジンへクーポンアプリ「フリモ」
（またはブラウザ版）に繋がるQRコードを搭載することで、
直接、紙には載りきらない店舗情報を近所へ届けます。

店舗情報ページには、
お店が持っているSNSや　
ホームページへジャンプ
できるアイコンを表示！
タップすれば
そのままアクセスできます。

フリーマガジンと連動して
地元にアピール

WEBへ繋ぐ！

TOPページの下部メニュー“探す”で、
現在地から近くのお店も探せる
便利な絞り込み機能も搭載。
知らなかった近場のお店と出合えるかも！

GoogleMAP連動で
現在地からもお店を探せる!

クーポンアプリ「フリモ」

ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS12.1以上　Android : 6.0以上

vol.210
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部） vol.303

120,000部
25日発行

高崎市

県内
総発行部数

954,380部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県

県内
総発行部数

346,415部
県内発行
媒体数

1誌

神奈川県

vol.95
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.86
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.29
44,000部
20日発行

深谷市

道内
総発行部数

867,540部
道内発行
媒体数

5誌

北海道

vol.95
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.71
40,000部
20日発行

大崎市

120,000部
25日発行

【北西版】
65,000部

【北西版】
前橋市・吉岡町

【南東版】
55,000部【南東版】前橋市

vol.108

vol.94
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

579,140部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県 先月より170部増

vol.107
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.88
58,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.95
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

vol.203
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.174
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.200
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

37,000部
25日発行vol.126

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

174,000部
県内発行
媒体数

5誌

山梨県

11,507,451
※VCエリア含む　※2023年1月末現在　※世帯到達率は媒体配布部数を1月23日現在の各県が公表している世帯数で割り算出　※一部イレギュラーな発行に伴い、2月に流通していないものが含まれます。

31都道府県142誌月間総発行部数『地域みっちゃく生活情報誌®』

vol.184

123,653部
28日発行

【北部版】
58,663部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

県内
総発行部数

624,049部
県内

世帯到達率

80.5％
県内発行
媒体数

9誌

三重県

vol.203
70,590部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

vol.198
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.138
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

vol.116
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.148
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.178
104,059部

28日発行
津市

vol.173
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.87
20,700部
28日発行

志摩市

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブセミ
ナー・コンサートの企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

6,000名
400件以上

編集室オススメの地域の逸品をご紹介！

500万部の『地域みっちゃく生活情報誌®』で告知をおこなうため、
毎月安定した流入が見込めます。編集室のレビューは、
第三者目線のコメントも参考になるとユーザーから好評！

「フリモール」

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

紙での告知との
相乗効果で
購入を後押し!!

※O2O…Online to Offline

82,000部
25日発行vol.225

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町甲府・甲斐

中央・昭和版

35,428部
25日発行

63,000部
20日発行

53,500部
30日発行

vol.176
敦賀市・美浜町

vol.88
上越市・妙高市

県内
総発行部数

112,878部
県内発行
媒体数

2誌

福井県

vol.58

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県

61,500部
25日発行vol.106

三条市・燕市
加茂市

【福井・坂井版】
福井市・坂井市

vol.46

77,450部
25日発行

【福井・坂井版】
61,460部
【鯖江版】
15,990部

【鯖江版】
鯖江市

vol.107
60,200部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

39,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.83

県内
総発行部数

67,800部
県内発行
媒体数

1誌

香川県 先月より600部増

67,800部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.88

県内
総発行部数

39,110部
県内発行
媒体数

1誌

高知県 先月より60部増

県内
総発行部数

263,000部
県内発行
媒体数

4誌

福岡県

vol.99
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.93

vol.93
58,000部

第4週目の火曜日発行
今宿・学研都市（福
岡市西区）・糸島市

102,500部
第4週目の火曜日発行

福岡市中央区西部
早良区北部・西区

vol.375
83,100部
25日発行

宮崎市・高鍋町
西都市・都城市
延岡市

vol.127
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

県内
総発行部数

44,500部
県内発行
媒体数

1誌

佐賀県

vol.92
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

50,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

50,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.35
32,000部
25日発行

宮古島市

39,110部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.83

県内
総発行部数

163,400部
県内

世帯到達率

70.0％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.119
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.63

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・平
群町・京都府木津川
市・精華町vol.615

県内
総発行部数

40,000部
県内発行
媒体数

1誌

和歌山県

vol.76
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

奈良版

県内
総発行部数

458,491部
県内

世帯到達率

74.1％
県内発行
媒体数

6誌

滋賀県

vol.189
56,800部
25日発行

長浜市・米原市

vol.214
68,617部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.144

74,921部
25日発行

【近江八幡版】
35,018部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
39,903部

【東近江版】
東近江市

vol.53

114,394部
25日発行

【草津版】
44,991部

【草津版】
草津市

【栗東版】
24,500部

【栗東版】
栗東市

【守山・野洲版】
44,903部

【守山・野洲版】
守山市・野洲市

24,999部
25日発行

甲賀市・湖南市
vol.47

vol.1177
114,000部
第4金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪南版

vol.892
150,000部
第3金曜日発行

高槻市・茨木市北摂東版

vol.868
200,000部
第2金曜日発行

東大阪市・八尾市
大東市

大阪東版

vol.850
vol.849 184,853部

第1・3金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

泉州版

vol.1206
vol.1205
京阪北版

vol.56
240,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

府内
総発行部数

120,000部
府内発行
媒体数

1誌

京都府

府内
総発行部数

1,173,853部
府内発行
媒体数

6誌

大阪府 先月より113部増

120,000部
最終金曜日発行

京都市山科区・伏見
区・宇治市・城陽市
久御山町

京都版

南大阪版

285,000部
第2・4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

vol.123

118,760部
25日発行

【北部版】
53,900部

【北部版】
大津市北部・高島市

【南部版】
64,860部

【南部版】
大津市南部

vol.92
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

vol.216
130,000部

月末発行

つくば市・土浦市
牛久市
（ひたち野エリア）

vol.83
84,000部
20日発行

米沢市・南陽市・高畠町
川西町・長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

県内
総発行部数

254,000部
県内

世帯到達率

57.9％
県内発行
媒体数

2誌

山形県

県内
総発行部数

78,500部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.82
52,300部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

338,000部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.116
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.159
62,000部
25日発行

日立市

vol.111
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.80
52,000部
25日発行

小山市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

418,500部
県内発行
媒体数

6誌

群馬県

vol.71
50,000部
25日発行

太田市

vol.96

vol.108

15,500部
25日発行

玉村町

63,000部
25日発行

伊勢崎市

vol.63
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

vol.4
26,200部

21日発行
白河市・西郷村

170,000部
25日発行

山形市・天童市・上山
市・山辺町・中山町
東根市・村山市・尾花
沢市・大石田町・寒河
江市・河北町・大江町
朝日町・西川町

vol.118

336,710部
24日発行

仙台市泉区・青葉区・若
林区・太白区・宮城野区
富谷市・名取市・岩沼市
塩竈市・多賀城市・石巻
市・東松島市・大和町・柴
田町・七ヶ浜町・利府町

vol.1709
宮城版

横浜東北・川崎南・大田区版
346,415部

17日発行

横浜市磯子区・港北区
・神奈川区・中区・鶴見
区・中原区・幸区・川崎
区・青葉区・緑区・都筑
区・旭区・保土ヶ谷区
東京都大田区・品川区

vol.1708

vol.1707
81,280部
10日発行

志木市・新座市
朝霞市・和光市

埼玉南西版

vol.1707
51,560部
10日発行

足立区
東京北東版

vol.1707
179,530部

10日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区埼玉南版

vol.1706
116,160部

3日発行

さいたま市見沼区
北区・大宮区・上尾市
蓮田市・伊奈町

vol.1706
188,010部

3日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市埼玉東版

都内
総発行部数

103,030部
都内発行
媒体数

2誌

東京都

vol.1707
51,470部
10日発行

練馬区

vol.171
36,060部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.197

44,600部
25日発行

vol.225
44,970部
25日発行

多治見市

vol.332

75,080部
25日発行

【かに版】
43,825部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,255部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.195
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.222

vol.71
24,990部
25日発行

羽島市

vol.191
44,993部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.165

195,200部
20日発行

【北部版】
76,100部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
119,100部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

vol.238

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

県内
総発行部数

519,430部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.128
35,000部
30日発行

富士宮市

vol.323
63,100部
月末発行

沼津市

vol.361
74,000部

月末発行
富士市

vol.275
71,200部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士宮版

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

vol.225
21,000部
25日発行

81,000部
25日発行

34,000部
20日発行

vol.170
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

738,930部
県内

世帯到達率

89.1％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県

vol.323
56,000部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

南アルプス市
富士川町

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.374

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

vol.114
韮崎市・北杜市

埼玉中央版

静岡市駿河区

vol.93
79,390部

第3または第4土曜日
静岡市葵区

vol.90
76,210部

第3または第4土曜日

葵区版

駿河区版

清須・あま版 vol.67
66,900部

末日発行
清須市・あま市

vol.272
207,900部

27日発行
一宮市
稲沢市 一宮・稲沢版

vol.51
49,000部

末日発行
津島市・愛西市

vol.41
46,400部
28日頃発行

大治町・蟹江町
弥富市・飛島村

vol.55
52,000部
20日発行

藤枝市

vol.62
68,530部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

中川版

vol.148 83,800部

83,200部

南区版

vol.125 52,600部

西区版

vol.146 54,565部
中村版

vol.150 58,700部

名東版

vol.130 63,000部

港区版

vol.142 60,450部

北区版

vol.142 59,700部

vol.132 vol.12667,700部

天白版

vol.126 56,350部

愛知県
県内

総発行部数

2,374,405部
県内

世帯到達率

67.1％
県内発行
媒体数

35誌

vol.254
120,000部

25日発行
豊橋市・豊川市
田原市・新城市

123,800部
末日発行

【北版】
62,300部

【北版】
豊田市北部

【南版】
61,500部

【南版】
豊田市南部vol.76

中央版 vol.22

名古屋市総発行部数

824,065部
市内世帯到達率

70.2％

第4木曜日発行

184,000部

【北版】
85,545部

【北版】
中区・千種区・東区

【南版】
98,455部

【南版】
熱田区・昭和区
瑞穂区

名古屋市

vol.127
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.86

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.63

60,000部
第3金曜日発行

刈谷市

26,610部
第3金曜日発行

豊明市

vol.95

vol.79

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.83

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.70

28,700部
第3金曜日発行

知立市

42,400部
20日発行

碧南市
高浜市

vol.64

vol.106

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.127
35,030部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.119
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.8
61,500部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.227
77,100部
25日発行

常滑市・武豊町

vol.23
40,000部
第3金曜日発行

安城市

vol.24
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.101
57,950部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

江南・大口・扶桑版

大治・蟹江・弥富・飛島版

岩倉・北名古屋版

vol.95

vol.119

津島・愛西版

清水区版

東京北西版

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

増
刷

https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=74c4d47bb36ccc8d09ec7f7c2dd9168e
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=fa9f1adf91cb18375d202f1c265e5f43
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=95bf99fba5b53c2d7fbb273333b07bcb


Chuco Works

地元を題材にしたスゴロク企画を実施

まちJOB特別版 滋賀合同企画「滋賀のお仕事」 地域みっちゃく
生活情報誌®

読者と地元企業を繋ぎ地域課題解決に貢献

地域密着×情報誌づくりのノウハウを生かす 冊子制作

地元ケーブルTV局の会員向け冊子を制作！
　少子高齢化により、生産年齢人口の減少

が進行するなか、コロナ禍で下がった滋賀県

の有効求人倍率も2022年に入り上昇し始

めました。いま、労働力確保は大きな課題で

す。また、就職したいエリアに「地元」を選ぶ

学生が多くなっている一方で、地元企業を知

る機会はあまり多くありません。そこで、各戸

配布で地元に届く『地域みっちゃく生活情報誌®』の強みを生かし、滋賀支社合同で求

人特別企画「滋賀のお仕事」を行いました。毎年、お正月とお盆の帰省シーズンに合わ

せて1月号と8月号で実施しています。誌面は通常の求人企画とは違い、アンケートを

もとに読者がより知りたい情報を届けられるよう工夫しました。1年前と比べると掲載

件数が約2倍、4誌で合計16ページと多くの企業に賛同をいただき、読者と地元企業

を繋ぐきっかけづくりができました。情報誌を通じて地元企業の認知度やイメージ

アップを支援することで、読者の地元への理解や愛着が深まり、人口流出抑制や地域

を盛り上げるきっかけにしたいです。今後も工夫を凝らした特集を実施していきます。

（滋賀支社・河嶋）

　鳥取県内で発行する『つばさ』『くららくら

ぶ』『こはくくらぶ』2022年12月号に、鳥取県

長寿社会課より認知症の啓発を目的とした

記事広告をご出稿いただきました。タイトル

は「広げようオレンジの輪！認知症を正しく知

ろう！」。認知症やアルツハイマー、そして啓

発カラーであるオレンジについての知識を紹

介するとともに、「国際アルツハイマー月間」の9月に県内各地で行われた啓発イベント

の取材記事を掲載しました。発行後は読者から「さまざまな取り組みを知ることができ

た」「誌面で取り上げてもらうと身近に感じられる」など多数の感想が届き、想像を超

える反響に驚いています。特に10代、20代など若い世代からの反応が高かったことが

印象的でした。認知症はいつ自分や家族が当事者になるか分からない身近な病気で

す。正しい知識をもち、認知症の人もそうでない人も手を取り合って暮らしていける社

会を実現するため、今後も啓発を続けていきます。年代を問わず幅広い読者に読まれ

ている『地域みっちゃく生活情報誌®』が、啓発の大きな一助となれば幸いです。

 （鳥取ブロック・勝部）

　岐阜県内でケーブルテレビをはじめ

としたさまざまなサービスを提供し、地

域のインフラとして大きな役割を担って

いるシーシーエヌ株式会社から、「会員

向けに付加価値の創造をしたい」と相談

を受けました。当社が発行しているハッ

ピーメディア®も「地元みっちゃく」を軸

として、地域の人に必要な情報を届けて

います。地域経済の活性化を目的としている共通点から、すぐに今回のオリジナル冊

子の制作イメージが沸きました。ケーブルテレビ・インターネットサービスの対象エリ

アと、当社の各地域の情報誌がコラボし、地元のグルメ・おでかけ情報や本冊子限定

のクーポンがたくさん掲載されています。「さっそく店でクーポンの利用があった」と、

掲載店からもうれしい声が届いています。企業や団体の会員向けに付加価値の創造

をお考えの際には、ぜひ地域情報のプロである私たちにご相談ください。オリジナル

冊子の制作につきましても、企画から編集、印刷・納品まで対応可能です。

（岐阜支社・平山）

記事広告で分かりやすく伝える 地域みっちゃく
生活情報誌®

新たな地元名物のイベント告知 地域みっちゃく
生活情報誌®

三重県鈴鹿市の新名物「鈴カレー」を紹介『地域みっちゃく生活情報誌®』で認知症啓発
　三重県鈴鹿市で発行する『Bellve club』1月号で、

「鈴カレースタンプラリー2023」のイベント告知広告

を掲載しました。鈴鹿商工会議所飲食部会が事務局

となり、鈴鹿の新名物として推し出している「鈴カ

レー」。鈴鹿産食材を2種以上使用して作るオリジナ

ルカレーは、地元飲食店を中心に多数の店舗で商品

化されています。コロナの影響で、数年間、大きなイベ

ントができませんでしたが、2023年に「プレミアム商

品券×スタンプラリー」を合わせた企画が実施される

予定です。昨年、イベント構想段階からプロモーショ

ンの方法やイベント内容など、具体的な提案をしてきました。今回はスタンプラリーイ

ベントまでの期間、より多くの人に「鈴カレー」を認知してもらうためにInstagramを

活用した投稿企画を実施。オリジナルの「鈴カレー」の投稿を呼びかける広告を掲載

し、「＃鈴カレー」のハッシュタグを活性化させる一環でもあります。情報誌×SNSなど

クロスメディアによる地元へのPRもお任せください。

（三重支社・中村）

　株式会社中広メディアソリューションズ埼玉支

局は、東京駅から乗り換えなしで35分で到着と、

都心からのアクセスが良い「南浦和駅」前に事務

所を構えています。

　メンバーは、営業部14人、業務部10人の計24

人。ベテランと若手がバランスよくそろったにぎや

かな支局です。情報誌『ぱど』としての創刊から今

年で23年目を迎え、地元のビジネス支援や地域

活性化の実現に向け日々まい進しています。

　主な自社媒体は、地域密着型フリーペーパー

の情報誌『ARIFT』と、地元医療に特化した『ご

近所ドクターBOOK』の2誌。なかでも情報誌

『ARIFT』は、埼玉エリア13版56万部、東京エリア

2版10万部を発行しています。

　仕事始めの日には、支局の皆で地元の「調(つ

き)神社」へ初詣に出かけました。ここは全国でも

珍しい「うさぎ」を祀った神社です。「浦和レッズ」

もシーズン前に必勝祈願に訪れるほどの人気ス

ポット。チーム一丸となって、うさぎのようにピョ

ンと飛躍していける、そんな素晴らしい一年にし

ていきます。

（中広メディアソリューションズ埼玉支局・佐原）

▲中広メディアソリューションズ埼玉支局スタッフ

N0.109部署だより

中広メディアソリューションズ
埼玉支局

　発行エリアである石巻市、東松島市、女川町を題材にしたス

ゴロク企画です。１年を振り返る年末、これまでに発行した誌

面を見返す機会にしてほしいと考え、12月号で掲載しました。

　家族や親戚、友人と集まる場で楽しんでもらおうと、スゴロ

クは２種類用意しました。地域のできごとや施設、文化に触れ

るものと、クイズに正解すると１マス進めるものを制作。気軽

に楽しめることが重要と考え、サイコロはすぐに使えるよう

　1月4日の仕事始めに、後藤一俊会長および大島斉社長から全国

の中広グループ従業員に向けて、年頭訓示をライブ配信いたしま

した。後藤会長からは最新の社会情勢を分かり易くお話しいただ

き、当グループの立ち位置を再確認。「ウサギとカメ」の話は印象的

で、多くの従業員の心に響きました。大島社長からは今期のテーマ

である「DX時代を駆け抜けろ」を深化させた「ABCX」の概念が発

表され、DXに大きく舵を切った今期、グループとしてさらにDX化を進めていこうという力強いメッセー

ジが発信されました。当グループではグループウェアで全国の従業員が訓示の感想や新年の意気込み

を書き込み、共有しています。これも一つのDX化。2023年も素直な集団として走り抜けてまいります。

（総務人事部・後藤）

▲左から中広・武支社長、大野元裕埼玉県知事、
   株式会社ピーアイピー植竹知子代表取締役

ウェブに公開しました。

　クイズは簡単なものや、世代を超えて楽しめるもの、『ん

だっちゃ！』を読んでいただければ分かるかもしれないものを

掲載。読者からは、「おもしろかった」のほかにも、「地元の魅力

を再確認できて、ますます好きになった」、「脳トレになった」、

「親子の大切なコミュニケーションの時間になった」など多く

反響のコメントが届きました。

年頭訓示をライブ配信

　役員と支社長を対象にハラスメント研修を実施しました。講師は当社の顧問弁護士である安田和

宏氏に依頼。身体的・精神的な攻撃、人間関係からの切り離し、過大または過小要求、個の侵害など

は、職場のさまざまな場面に潜んでおり、ハラスメントの加害者・被害者になってしまう可能性は日常

にあると感じました。業務において指示や指導・注意は必要ですが、部下に指導した際は、必ずアフ

ターフォローをして相手の捉え方を確認すること。また相手や周囲に誤解を招くような言葉を避ける

ようにして、自らの言動を慎重に選択する必要があると学びました。今回の研修に満足することなく、

今後も情報収集と職場環境の改善に努めていく所存です。　　　　　　　  （業務執行戦略室・伊藤）

ハラスメント研修を実施

▲12月号掲載誌面

拝啓同期殿 -vol.2-

　この度、埼玉県で発行する『地域みっちゃく生活情報誌®』

６誌で、大野元裕埼玉県知事と県内トップランナーとのてい談

記事を掲載いたしました。掲載したのは、VC社である株式

会社 ピーアイピーが発行する『NAOZANE』『Seien』そし

て、中広グループの『とねじん』『クッキーズ』『ぱど埼玉西

版』『ARIFT』。誌上新春特別企画として、「埼玉・くまがやラ

グビータウンから、スポーツ県・埼玉の推進」について話し

合っていただきました。登場したのは大野知事のほかに、埼

玉パナソニックワイルドナイツゼネラルマネージャーの飯島均氏、株式会社ヘリテイジ・リゾートの

杉田憲康氏。埼玉県が描く未来図を県内の読者に届けることができました。   　       （群馬支社・武）

東京支社を銀座からビジネスパーソンの街、新橋へ移転。中広はグループ全体で150人の企業へと成

長していました。通信衛星放送の放送免許認定（CSデジタル放送局）を取得し、「ウェルフェアチャンネ

ル761」を開局し放送スタート。情報誌の部門では滋賀県にて『ぼてじゃこ倶楽部』を創刊。後に一度休

刊することとなりますが、現在の『botejako club』を生み出す礎を築きました。SP部門では、ＣＭ総

合研究所が発行する『ＣＭ ＩＮＤＥＸ』11月号にて、「日本パソコン学院ＡＶＩＶＡ新作ＣＭ」が好感度

ＣＭ４位を獲得。動画制作の分野で華々しい成果を上げました。

25年を共に走った仲

間と、まだまだ輝き続

けます！

（伏屋）

実は同じ入社年のこの方々。入社した時の中広について、そして同期へのメッセージを聞きました。

伏屋友美子／佐藤昌平／野口達也／河村真里子／三隅禎浩

埼玉県知事 県内６誌インタビュー掲載

　コロナ“騒動”の収束が近いと感じています。一

面でも記載いたしましたが、コロナについて「5

類」に移行する政府の方針を受けて移行時期が

検討されています(1月25日現在)。

　収束とはいえ、医療機関では、まだしばらくの

間、たゆまぬ努力をお願いすることになるだろう

と推察しますが、私たちの日常生活は既に戻りつ

つあり、5類への移行をもって完全に取り戻すこ

ととなるでしょう。むしろ、インフルエンザ予防と

同じく、感染予防対策をしながら、日常を取り戻

さねばなりません。コロナ禍、働くことにおいても

遊ぶことにおいても少し遠慮がありましたが、今

こそ、思いっきり働き、遊び、安全に、全力で経済

を回してまいりましょう。中広はそのために必要

な「地域情報」をCDMRなどのITを活用した手法

や、情報誌が得意とする足を使った手法の両輪

で、皆さんにお届けできるよう全力投球します！

（業務執行戦略室・岡本）

編集後記
1998年入社

同期へ
Message

同じ景色を見てきた人

がいてうれしい。これか

らも前へ。

（佐藤）

同期の頑張りが

励みになりま

す！共にがんば

りましょう！

（野口）

入社して早四半

世紀。初心不可

忘で感謝・継続・

前進！

（河村）

25年間で仕事

の仕方も様変

わり。今後はど

んな変化がある

のかな。 （三隅）

宮城県『んだっちゃ！』株式会社石巻日日新聞社 



宝ん¢の↓必ゆ 置 イノベーション事業部 部次長 村田岳大

事業内容

。［広告を科学する］毎月 1 万人規模対象のマーケティングを実施
マーケティングユーザーが真に求める情報を分析する

全国で142誌を属開する「鱚域みっちゃく生活情報誌®」では、それぞれの蝶体で読者へのプレゼント企画を実施。読者から応募
を受け、希望のプレゼントを抽選で発送しています。その際、LINE公式アカウントを活用して読者にアンケー ト。毎号テーマを
設け、醜者から直接届いた意見や緒果をCDMR(Chuco Degital Marketing Reseach)として活用しています。

読者を対象に毎月調査
マー ケティングレポー ト

CDMRは、2019 年10月号から運用を開始

しました従来はハガキやE-mailによる応募が

中心だったプレゼント企画にSNSを利用する

ことで、より多くの読者の意見を取り入れる仕

組みを構築し ました。今ではCDMR専用の

SNSフォロワ ー 数(LINE公式アカウントとも

だち数）が約 23万2,000人となり、毎月、1 万

人近くの読者から回答をいただいています。

アンケートはテレビや新聞など、あらゆるメ

デイアで実施されています。しかしユーザー層

が異なるため、同じテ ーマでもメデイアごとに

結果は異なります。「アンケート の結果が自分

の感覚や周りの状況と違う気がする」など、皆

さんも感じたことがあるのではないでしょうか。

アンケートは回答者数が多いほど正確性を増

しますが、それでも回答者の年齢や性別、地域

など、実施する環境によって異なる ケースが見

られます。どれほど興味深い内容でも、メディ

アを使用する環境に即したテータでなければ、

マーケティングには活用できません。

中広では自社媒体の読者から意見を集める

ことで、＇情報誌へのニーズや問題点を解析・検

証しています。それがCDMRです。全国単位で

の統計から、「地域別」X「性別」X「年齢 別」の

回答傾向までをクロス統計することが可能。中

広グル ープには読者が求める情報誌を、読者

の意見から作り上げる仕組みがあります。

1万人以上からデータ収集
「スイーツ」に関するアンケー ト

20 2 2 年11月号のCDMRでは「スイーツ」に

関するアンケ ート を実施し ました。回答者は

11,480人。女性が75.3%(8,640人）、男性が

2 4.7%( 2,8 40人）という割合でした。「地域

みっちゃく生活情報誌®」において、読者人気

が高いスイーツ企画の、より詳細な読者ニーズ

を把握することを目的としたアンケートです。

「スイーツを食べる頻度」についての設問で

は、「週に 2~3 回」と 答え る人が最も多く

29.5%。週に1 回以上スイーツを食べている読

者は合計で80.3%、読者の約8割であること

がわかりました。1カ月を4週で換算すると読

者の約8割が月に4回以上スイーツを食べてい

るまたは購入しているということです。あらた

めて「地域みっちゃく生活情報誌®jにおいて

「スイーツ」コンテンツが読者に人気であるこ

とがわかりました。

●スイーツはどのくらいの頻震で食べますか？
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結果から判明した購入の流れ
いますぐ使える逓元情輯

「普段スイーツを購入する場所」は、1位が

ケー キ店などの洋菓子専門店で69.9%、 2位

がスーバーマーケットで6 2.4%、3位がコンピ

ニエンスストアで61.5％という結果でした。イ

ンターネットや通販サイトでスイーツを購入す

る人は11％であり、いざ賂入となると地元の店

舗を利用する人が多いようです。その理由は

「送料がかかる」「自分の目で見て買いたい」「冷

凍だと味が変わる」など、人によってさまざま。

スマホの普及に伴いインターネットやSNSで

情報を検索する人が増えている もの の、「ス

イーツ」をインターネットで検索して購入まで

する人は、まだまだ少ないようです。

「地域みっちゃく生活情報誌®」は、読者が

「今すぐ使える地元の情報」を掲載しています。

それは「スイーツ」も同様です。読者が住む地域、

そこ からすぐに買いに行ける店舗をまとめて掲

載しています。アンケート結果「スイーツは地元

で買う人が多い」からも、「地域みっちゃく生活

情報誌®」に掲載されているスイーツ企画が読

者の利用に繋がっていると考えられます。

今回の調査では、ほかに「お店選びで重要視

すること」や「スイーツを買う際に重要視するこ

と」「ひなまつりで購入予定のスイーツの種類」な

ど、さまざまなな設問を用意し調査致しました。

日本国内において「菓子小売業（製造小

売）」「菓子小売業（製造小売でないもの）」は

38,000事業所あります。「地域みっちゃく生

活情報誌叫の世帯到達率が9割に迫る岐阜

●讐段、スイーツをどこで購入しますか？
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県では740 の事業所が菓子の小売業を営ん

でいます（「平成28 年経済センサス — 活動調

査』より）。

今回のデ ー タは地域の事業所にとって有

益な情報が満載です。ほかのアンケート につ

いても調査結果を知りたい方は、お問い合わ

せく ださい。

分析•解析を繰り返し
「読者の声」で成長する情報誌

中広では、ダイレクトに届く読者の意見を解

析することで、より情報ニーズ が高いコンテン

ツを『地域みっちゃく生活情報誌®」で展開して

います。

「この時期、このエリア、この読者層には何が

響くのか？」を毎月、1万人の読者の声から導き

出しています。全国の読者から、より必要とさ

れる情報誌を目指し 、「地域みっちゃく生活情

報誌®」はこれからも成長を続けていきます。

-
●読者の声をもとに情報誌づくりをされていると問い

て、 安心して企画に賛同できました。
●購入する場所が実店舗と聞いてうれしくなるととも

に来店範囲を意識した告知の大切さを知りました。
●自分たちが良いと思っている商品と一般消費者感覚

とのス＇ レを知ることにも役に立ちました。

各エリアのニーズに合わせて
練り上げられたスイーツ企画
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会社概要

1978設立後藤数次社長就任---------l------,----,----------------------------------------1-----------,----,--------------------,--------
1983 求人情報紙事業開始-----------------------------------
1986 後藤 一俊社長就任----------------------------------------------------------------------·--------------------·----·------------
1991 従業員数70人-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
1993 イベント ・ セミナ ー事業開始-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
1994 ●岐阜県／「かにさんくらぶ」創刊-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
1997 ●滋賀屎進出-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

1998 従業員数150人 通信販売事業開始-------------------------------------------------------------------------------------------·----·------------
2006 ●三重県進出----------------------------------------------------------------------------------
2007 名古屋証券取引所セントレックス上場 ●50万部達成

従業員数200人-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
2008 ●福井県進出

講演会インフォ公式ウェブサイト開始-----------------·--------------------·----------------------------------------------------------------------
2009 ●100万部違成-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
2010 ●愛知県進出-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2012 名古屋証券取引所第二部上場 ●全国展開開始(VG)
vc事業開始 ●福岡県 ・ 山梨喋 ・ 兵庫県

20
1

] 

・：：；：｀ご：：
達成

●300万部違成-------------------------------------------------------------------------------------------------------------
2014 東京証券取引所第二部上場 ●栃木県 ・ 宮城県・新潟県・群馬県 ・

大阪府進出
●岐阜県広報「岐阜県からのお知らせ」

掲載開始-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2015 東証一部・名証一部に市場変更 ●北海道・埼玉県・佐賀県・香川県進出
●500万部違成

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2016 ●高知県•福島県 ・長野曝 ・京都府進出
「ままここっと」創刊

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2017 従業員数500人 ●東京都•愛媛県・静岡県・千葉県・
宮崎興·奈良膿進出-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2018 ●三重罠「三重県からのお知らせ」掲載開始
●大分県進出-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2019 中島永次社長就任
るみ 株式会社アド通信社西部本社設立-------------------------------------------------------· 

L� -r, ++ 111111 
2020 岐阜市 ・笠松町とシティ ・ タウンプロモーションの ●沖縄県進出

:;�r�!;',:0芸二際；：翌」芦言
く

な
・嶋F 111111 :::;日旦ここヨ／の ：：日i�ぐ＿：レ」開始

2017年取得 女 2016年取得 今苓竃l,ぐ‘
：烹烹りり農；／心；晶

＇
乞―エ祭ぷレズ喜魯 ●神奈川県進出

※従業員数はグル ープ会社含む●…地域みっちゃく生活情報誌®
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広告業を通して「地域社会への貢献」 （地方創生に！）
人が命・人が宝・人が財産 （社員が輝く組織に！）
機会損失の排除 （モノ ・ トキ ・ ココロの無駄ゼロ）
飲水不忘掘井人 （感謝の心で！）
株式会社アド通信社西部本社 http://www.adtsu.co.jp 
株式会社中広メディアソリュ ー ションズ https://chuco-ms.co.jp 
株式会社ケイ・クリエイト http://www.k-create.co.jp 
株式会社ケイピーエス http://www.post-kps.co.jp 
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•中広企業サイト •中広採用サイト •フリモ(WEB) ●講演会インフォ
オフィシャル •ゎくわく生活（楽天）他 ●フリモール •フリモールブロ

グ
●販促blog

運営サイト ●HAPPY MEDIA GUIDE（情報誌見積サイト） ●ハッピーメディア®児童虚待防止運動
●日本地域メディアネットワ ー ク(JLMN)

公式
アカウント

加盟団体

●Facebook 
●lnstagram 

●YouTube 
•Twitter 

●J LAA 一般社団法人日本地域広告会社協会

■ 本社
岐阜本社
岐阜市東興町27
名古屋本社
名古屋市中村区名駅1-1-1 24F 

■ 営業本鄭
フリーマガジン事業部
《北海道》
SORA編集宣
滝／1|市東町6-1-11
TEL.0125-74-6169 
旭／1|市東光6条6-4 -7
TEL.0166-85-6158 

《埼玉県》
クッキーズ・とねじん編集室
久喜市久喜中央2-8-23 3F 
TEL.0480-38-6881 

きらめきくらぷ編集室
敦袈市野神40-277-2 1F 
TEL.0770-24-2622 

《岐阜県》
GiFUTO編集室
岐阜市東典町27 4F 
TEL.058-247-2512 
SARUBOBO編集室
喬山市下岡木町2967-2
TEL.0577-34-5579 
Wao!Club•mintoup 
はしまる編集室
大垣市加賀野4-1-13
[Wao!JTEL.0584-75-1960 
[mi ntoup] TEL.0584-77 -4088 

《宮城県》 ［はしまる］TEL.0584-71-6226
とみいず！編集室 GUJOブラス編集室仙台市泉区泉中央1?3-7 2F 郡上市八幡町小野91•1TEL.022-341-4809 TEL.0575-67-0655 
なうてぃ！編集室 たんとんくらぶ編集室名取市手倉田字諏訪532-1 1F西 各務原市那加栄町14-1TEL.022-797-8541 TEL.058-380-6066 
さきっべ！編集室 きららくらぶ編集室大崎市古川旭532 2F 関市山主通163TEL.0229258792 TEL.0575244334 
《群馬県》 かにさんくらぶ編集室
高崎フリモ 可児市今渡字町1595-190
前橋フリモ編集室 TEL.0574-25 -7009 
高崎市新保町139-1 2F おりべくらぶ編集室［高崎］TEL.027-353-8714 多治見市太平町4-38［前橋北西版］TEL.027-353-8711 TEL.0572-21-2626 ［前橋南東版］TEL.027-353-8713
広域営業部 らせるくらぶ編集室
TEL.027-353-8714 土岐市泉西山町1-4 3F

TEL.0572-55-2033 
玉村フリモ ・ 伊勢崎フリモ maika club編隼宰太田フリモ編集室 中津川市中津JII字上金1231-1伊勢崎市茂呂町2-3522-6
TEL.0270-61-6117 TEL.0573-62-2522 

椙生みどりフリモ編集室 《愛知県》
桐生市本町6-27-1 3F NAGOYA FURIMO各編集室
TEL.0277-47-7635 ［中村・中JI卜港区名東版］

名古屋市中川区柳森町107 2F 
TEL.052-355-6111 
［中央版・ 西区版・北区版］
名古屋市中村区名駅1-1-1 24F 
TEL.052-433-1602 
［南区 ・ 天白版］
名古屋市緑区六田1-150 2F
TEL.052-829-0270 
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緑区フリモ編集室
名古屋市緑区六田1-150 2F 
TEL.052-B29-0270 

守山フリモ
アサヒトセト ・ ひまわりくらぶ編集室
尾張旭市東本地ヶ原町3-53 2F
［守山フリモ］TEL.0561-42-5799
［アサヒトセト］TEL.0561-42-69B1
［ひまわりくらぷ］TEL.0561-42-6971
ゆいまるくらぶ•さんごくらぷ
かなうくらぷ編集室
愛知郡東郷町北山台4-1-6
［ゆいまるくらぷ］TEL.0561-42-4B50
［さんごくらぶ］TEL.0561-42-4885
［かなうくらぶ］TEL.0561-42-4855
Cocon club ・ ちるるくらぶ
北知多フリモ ・ 西尾フリモ
安城フリモ編集室
知多郡東浦町大字緒ill字下汐田17-1
[Cocon club•ちるるくらぷ
西尾フリモ・ 安城フリモ］

TEL.0562-B5-1077 
［北知多フリモ］
TEL.0562-B5-107B 
リブル倶楽部編集室
犬山市松本町2-29
TEL 056B-39-6111
岡崎フリモ編集室
岡崎市明大寺町字寺東9-1 5F 
TEL.0564-B3-7121 
名古屋セールスブロモーション部
名古屋市中村区名駅1-1-1 24F 
TEL.052-571-2139 

《三重県》
ほろんくらぶ編集室
桑名市殿町10
TEL.0594-25-9988 
Bellve club綱集室
鈴鹿市神戸1-10-10
TEL.059-373-4400 
よっかいちai編集室
四日市市鵜の森1-5-16 8F
TEL.059-325-7562 
つうび～す編集室
広域営業部
津市栄町1-840 5F 
TEL.059-213-7666 

沿 革
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リィーガクラブ編集室
名張市鴻之台3番町36-1
TEL.0595-41-0156 

ふぁみんぐくらぶ編集室
松阪市東町596 3号棟1-A
TEL.0598-31-3623 
イセラクラブ編集室
伊勢市岩渕3-6-5 2F 
TEL.0596-63-8282 
からっと倶楽部編集宣
尾鷲市坂場西町2-34 2F 
TEL.0597-37-4100 
さみっとくらぶ編集室
志靡市岡児町蝙方2850-126 D号室
TEL.0599-65-7201 

《滋賀県》
ほてじゃこ倶楽部編集室
長浜市宮司町1161-7 2F 
TEL.0749-68-2577 
こんきくらぷ編集室
彦根市長曽根町9-22 1F 
TEL.0749-26-0555 
オウティクラブ編集室
近江八幡市桜宮町289 3F
TEL.0748-36-1148 
湖南フリモ・ 甲費フリモ編集室
滋賀／福井広域営業部
栗東市手原5-6-19
TEL.077-596-3335 
びわこと編集室
関西セールスプロモーション部
大津市浜大津2-1-35 6F 
丁EL.077-521-3911

《奈良県》
かしるくらぶ編集室
橿原市葛本町260-1 1F 
TEL.0744-48-0606 

《和歌山県》
まいなぁが編檸宰
岩出市高瀬84-2 2F 
TEL.0736-67-7630 

《鳥取県》
つばさ編集室
烏取市吉方温泉3-860 2F 
TEL.0857-30-6446 

くららくらぶ編集室
広域営業部
倉吉市山根540-1 4F 
TEL.0858-27-0510 
こはくくらぶ編集室
米子市西福原2-9-49 2F 
TEL.0859-21-5400 

《福岡県》
マイタウン西新・姪浜編集室
福岡市早良区西新5-1-30 3F 
TEL.092-833-5250 
マイタウン伊郡編集室
糸島市前原中央2-3-60 1F 
TEL.092-332-8223

VC営業部
岐阜市東典町27 4F 
TEL.058-214-3325 

イノペーション事業部
東京支社
港区新橋2-16-1 9F 
TEL.03-6910-2940 
岐旱ブロック
岐阜市東典町27 4F 
TEL.058-247-2511 
三重ブロック
四日市市鵜の森1-5-16 BF 
TEL.059-325-7562 

富公庁嘗業部
岐阜市東興町27 4F 
TEL:058-247-2511 

イベントセミナ一部
岐阜市東興町27 4F 
TEL: 058-248-5611

DX開発事業部
EC阿大坦市加賀野4-1-13
TEL:0584-74-0745 
デジタルマーケティング部
岐阜市東興町27 4F 
TEL: 058-214-3325 
DX部
岐阜市東興町27 4F 
TEL: 058-201-0245 
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■ 瞥珊本鑢

経理部・総務人事部
岐阜市東興町27 2F 
TEL.058-240-4005 
［購買流通課］TEL.058-246-0285

■ グループ会社
株式会社アド通信社西部本社
本社（北九州営業部 ・業務管理部）
北九州市小倉北区堺町1-3-15 4F
TEL.093-551-4581 
福岡支社
福岡市早良区西新5-1-30 3F 
TEL.092-833-2230 
むなふ•おるね編集室
宗像市土穴1-3-34 1F
［むなふ]TEL.0940-39-3672
［おるね］TEL.0940-39-3404
月刊TOSS編集室
烏栖市藤木町2456 1F
TEL.0942-50-9619 

株式会社中広メディアソリューションズ
横浜支局
横浜市中医真砂町3-38 5F 
TEL.045-225-9267 
埼玉支局
さいたま市南区南浦和2-39-16 3F 
TEL.048-767-8238 
仙台支局
仙台市若林区新寺1-2-26 5F 
TEL.022-792-8101 

株式会社ケイ・クリエイト
本社
一宮市木曽／1|町里小牧寺東125
TEL.0586-86-0608 
東尾張支社
岩倉市新柳町1-50 2F
TEL.0587-96-8331 
西尾張支社
あま市篠田竺田畑19-1
TEL.052-485-6900 

《福井県》
嶺北フリモ編集室
福井市大願寺2-9-1 7F 
TEL.0776-97-9552 

株式会社ケイピーエス
岩倉市新柳町1-50 2F
TEL.0587-96-8336 

https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=d9938f877608a89b0e86f1401fb04f50
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